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■ 北信地区
野生鳥獣被害対策チームの取組

① 市町村等と連携した学習会・相談会等を開催

② 効果的な防除モデルほ場を設置

③ 集落ぐるみで行う防除対策への技術支援

④ ライトセンサスを実施



木島平村電気柵設置研修会(2011.6.30）



山ノ内町電気柵設置研修会(2011.7.26）



北信地区狩猟者確保集会(2011.1.23）



中野市間山地区捕獲支援(1月～3月）



② モデルほ場の設置

・飼料用トウモロコシ：５０ａ作付け
・３年間クマ被害で収穫皆無

■飼料用トウモロコシ作付けに係る経費
（種代、肥料代、農機具等の減価償却費等々）

・89,000円／10a×50a＝445,000円
・収穫できないので、餌を購入・・・＋○○万円
■電気柵設置に係る経費
・ほ場周囲長＝約６００ｍ

・600m×@600円／ｍ＝360,000円（＋人件費）

ついでに、心労からも解放！
◎被害は皆無



③ 集落ぐるみの対策への支援

◆支援対象集落
（事例）
今年度交付金を活用し、対策を行う集落

＜中野市、木島平村、野沢温泉村＞
総延長：１０ｋｍ



野沢温泉村虫生地区



中野市親川地区















■ より効果的な防除技術について

① 現地を知る、ライン決めは重要
（事前踏査、ロードメジャー、ＧＰＳ、ＧＩＳ、先進地の活用）

② 出入り口は「スプリングゲート」ではなく、
安価な「スナップ型コーナー碍子」がベスト

③ 道路横断場所におけるゲートの作成
（地元の工事屋さん）

④ 出没状況等の情報はこんなに変わる



事前踏査を実施
(対策チームのみ）



事前踏査を実施
(集落の代表者らと）



・ ライン(案）の決定
・ 既設電気柵等の問題点を指摘
・ 妥協案を示す 等々



大活躍のロードメジャー



長野県統合型地理情報システムGIS



背負い式ＧＰＳ



スプリングゲート
・弛む(漏電）
・隙間ができてしまう。
・スプリングの力に高齢者が・・・



スナップ型コーナー碍子



スナップ型コーナー碍子



地元の方がゲート箇所を上手に施工







生の情報が効果的な防除につながる



イノシシはいないはずが

１６カ所 ３３カ所



野沢温泉村農業委員会
＋

虫生地区
（電気柵設置の７か月前）

長野市松代町



・道路管理方法(ルール）
・電柵の管理経費
・草刈りの回数等々



■ より効率的な作業について

① 電気柵等の設置方法等を知ってもらう
（単なるお手伝いではなく、作業行程の管理者）

② 班編制をしっかり

③ 施工も地元の皆さんと、必要な道具は、地元
から調達（トンカチ、ペンチ、ニッパー等）

④ 休むことがとても大切

⑤ その他（記録写真は重要：顔を覚える）







最低でもここまで埋める場所



地元の方もしっかり作業



作業班毎に地元の方も責任施工



無理せず 一休み



■ 課題と対策

① 積雪地域の電柵管理
・冬前に資材全てを撤収するのは困難

② ニホンジカ被害とハクビシン被害
ニホンジカ

・被覆資材やタイトロックフェンス等頑丈なフェンスを

ハクビシン

・モデルほ場設置（Ｈ２３年向けて）

③ 地元の技術者育成
・対策チームの人数では限界が見えている



積雪地域の
電気柵管理の案

春先に結果を確認





ライトセンサスでニホンジカを確認
確実に北上している



北信地区野生鳥獣被害対策チーム

・ http://www.pref.nagano.jp/xtihou/hokusin/rinmu/top/index.htm
・ http://www.pref.nagano.jp/xtihou/hokusin/nousei/nousei.htm
・ http://www.pref.nagano.jp/xnousei/hokusinkai/index.htm



北信地区野生鳥獣被害対策チーム

・ http://www.pref.nagano.jp/xtihou/hokusin/rinmu/top/index.htm
・ http://www.pref.nagano.jp/xtihou/hokusin/nousei/nousei.htm
・ http://www.pref.nagano.jp/xnousei/hokusinkai/index.htm





③ 集落ぐるみの対策への支援

対象：交付金を活用する集落

○ 対策チームの意見を活かせる対策

防除方法、設置場所、防除資材・・・etc

○ 集落の代表者（中心人物）との接点確保

キチンと対策チームの存在を知ってもらう

○ 人的な支援、アフターフォローを十分に



■ 課題その１
① 人員不足

・被害農家は多いが、対策への出役が・・・
（場所によってはＰＴＡとの連携が可能では）
・対策チームだけでは進行管理等が困難
（地元の技術者育成が必要）

② どうしようもないが、対策に係る時間が膨大

③ どうしようもないが、施工時期が夏

（休息が必要。施工時間は限られている）

④ ニホンジカの生息拡大、ハクビシン被害が拡
大

⑤ 対策チームとしての課題


